
上原泰三さん撮影　浜町交差点の女みこし合戦（伊万里町）

５月25日、伊万里市街地を舞台に
「どっちゃん祭り」が開催されました
● お知らせ ………………………… P.2、4
　 議長挨拶・市議会10年表彰 ほか

● 臨時会・定例会……………… P.3
● 常任委員会 …………………… P.5～7
● 予算審査特別委員会……… P.8～9
● 一般質問………………………… P.10～15

特　集

市議会のホームページは「伊万里市議会」で
検索、または右の二次元コードからご覧
ください。

会派紹介 …………………… P.16

I MAR I  SH I G I KA I  NEWS
令和7年８月（2025年）
94No.

市議会だより
伊万里

市議会だより
伊万里

令和７年第３回定例会は、９月１日（月）開会予定です。
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　この度、再度の立候補により重責ある議長職を務めるようになりました。先

の２年間、伊万里市議会議長として議会はもとより、市民の皆様方にご支援を

賜りましたことに衷心より感謝申し上げます。

　私が今回再度の立候補を決意した大きな要因は、議会の皆様方からの後押し

もその一つでありますが、先の２年間の議長経験を生かし、特に議会外での県、

国に対する要望などの対外的な活動を通じ更なる市民福祉の向上に寄与したい

との思いからです。

　伊万里市議会は今までの良き伝統は

守りつつ、時代に合った議会のあり方

を探求し進化する、議論を深められる

議会を目指したいと考えています。

　市民皆様のなお一層のご支援を賜り

ますよう何卒よろしくお願いいたします。

議長就任あいさつ
議 長 中 山 光 義

全国市議会議長会表彰
〈議員表彰 勤続10年〉

中山　光義　議員 　前田　邦幸　議員

　公職選挙法の規定により、初盆参りや地区の祭りへ会費以外の
金品を持参することは禁止されていますので、失礼いたします。
どうかご理解いただきますよう、お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  議員一同

加藤 副議長　　中山 議長　　力武 監査委員
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上程された議案は、すべて可決および承認しました

上程された議案は、すべて可決および承認しました

令和７年度一般会計予算　
　　　　　　　　　　５月補正額　 　　　　　　  　4,894万5，０００円
　　　　　　　　　　予算総額　　　　　 　　３４３億3,394万5，０００円

令和７年度一般会計予算　　
　　　　　　　　　　　６月補正額　 　　　　　 5億1,039万3,０００円
　　　　　　　　　　　予算総額　　　　　　 ３４８億4,４３３万8，０００円

　学校給食センターの改修、後期高齢者医療保険料の還付金等の追加のため、増額しま
した。

　予防接種事業、交通安全整備事業、防災活動事業、東山代小学校・コミュニティセン
ター等複合施設整備事業を行うため、増額しました。また、定額減税不足額調整給付金
の支給に要する経費、民営の簡易水道組合等に対する支援金の支給に要する経費、水道
事業特別会計に対する補助金の追加等のため、増額しました。

●伊万里・有田地区医療福祉組合議会議員
　中山　光義　  加藤奈津実　  塚本　博幸　  力武英一郎　  前田　邦幸　  香月　孝夫

●伊万里・有田衛生組合議会議員
　中山　光義　  林　　博幸　  川添　智德　  児玉不二子　  山口　常人　  梶山　　太

●伊万里・有田消防組合議会議員
　中山　光義　  加藤奈津実　  木寺　智子　  前田　久年　  盛　　泰子

●佐賀県西部広域環境組合議会議員
　加藤奈津実　  前田　邦幸　　

●佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議員
　前田　邦幸

第１回臨時会　令和７年５月16日（金）

第２回定例会　令和７年６月９日（月）～25日（水）

一部事務組合等 構成議員の紹介
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　議会を円滑かつ効率的に運営するた
め、地方自治法に基づき設置します。議
会の運営に関する事項、議会の条例等に
関する事項、議長の諮問に関する事項に
ついて協議します。
　委 員 長　香月　孝夫
　副委員長　力武英一郎
　委　　員　塚本　博幸　　松尾　伸人
　　　　　　前田　邦幸　　井手　　勲
　　　　　　盛　　泰子

議会運営委員会

　伊万里市議会基本条例の再点検、見直
し等、更に前進する議会を目指すととも
に、議会主導の主権者教育に向け、調査・
研究並びに企画立案、実施要綱の作成等
を行います。

　委 員 長　林　　博幸
　副委員長　力武　勝範
　委　　員　加藤奈津実　　木寺　智子
　　　　　　川添　智德　　山口　常人

議会機能向上特別委員会

　議会だよりの編集および発行、議会の
ホームページ、議会報告会および市民と
の意見交換会の企画、その他議会の広報
および広聴に関することを行います。

　委 員 長　西田晃一郎
　副委員長　児玉不二子
　委　　員　加藤奈津実　　金原　晋作
　　　　　　木寺　智子　　川添　智德
　　　　　　松尾　伸人

広報広聴委員会

　市内において管理不全な空き家が増加
傾向にあり、地域住民からも不安の声が
あがっていることから、空き家の発生抑
制や利活用、適切な管理や解体等の促進
に向けた新たな取り組みについての調
査・研究を行います。
　委 員 長　梶山　　太
　副委員長　金原　晋作
　委　　員　児玉不二子　　西田晃一郎
　　　　　　松尾　真介　　前田　久年

空き家対策調査特別委員会
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総
務
委
員
会
（
所
管
）
総
務
部
、
総
合
政
策
部
、
出
納
室
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
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委
員
会
に
属
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な
い
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項

質疑  この聞き取りは誰がするのか。
回答  所属長がすることになる。
質疑  家庭や子どもの状況など言いに
くいこともあるが。

回答  聞き取りの方法の規定はないの
で柔軟に考える。

質疑  職員の負担が増えないよう人員
を増やすことも必要では。

回答  会計年度任用職員を入れるなど
柔軟に職員の配置を検討する。

＜改正の概要＞
　妊娠、出産時や育児期の職員への、
面談等による仕事と育児の両立支援
制度などの周知や、制度利用・働き
方の意向聴取および聴取した意向への
配慮を市長等の任命権者に義務付ける。

対象となる職員
①職員本人やその配偶者などの

妊娠や出産などについて、申
し出た職員。

②３歳に満たない子を養育する
職員

　市の職員が柔軟な働き方を実現できるように
　条例を改正します

総 務 委 員 会

委 員 長：盛　　泰子　
副委員長：松尾　伸人
委　　員：中山　光義　　金原　晋作　　山口　常人
　　　　　梶山　　太　　井手　　勲
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文 教 厚 生 委 員 会

委 員 長：松尾　真介
副委員長：西田晃一郎
委　　員：加藤奈津実　　塚本　博幸　　木寺　智子
　　　　　児玉不二子　　力武　勝範

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会
（
所
管
）
健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会

　中央公民館、生涯学習センターの
学習室の使用料について、市民の利
便性向上をはかるため、コミュニティ
センター同様の料金形態に見直す。
　料金形態を４時間単位から１時間
単位に変更することで、短時間利用
が可能となる。

質疑  任意の団体等とその他の団体の
区分は。

回答  任意の団体等とは、事前に生涯
学習センターを利用することを前提に
申請登録をした団体。その他の団体は、
事前の手続きをせずに利用申請をする
団体。

　生涯学習センターなどの使用料を見直します

区分
旧使用料（最初の４時間） 新使用料（１時間）

第１学習室
第３学習室

その他の学習室
第１学習室
第３学習室

その他の学習室

任意の団体等の
研 修 活 動

１，１００円 ８８０円 ２７０円 ２２０円

そ の 他 ３，３００円 ２，２００円 ８２０円 ５５０円
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環
境
建
設
委
員
会
（
所
管
）
市
民
交
流
部
・
建
設
農
林
水
産
部
・
上
下
水
道
部
・
農
業
委
員
会

　浦分地区浸水対策事業は、長年の
懸案となっていた黒川町浦分地区の
浸水被害を低減させ、住民の安心安
全を図るため排水機場を整備するも
ので、今年度中の工事完了を目標に
事業を進めている。
　土木工事の地盤改良工事において、
地質調査では予見できなかった硬い
層があり、当初の工法では計画範囲
の地盤改良が実施できないことが判
明したため、地盤改良の工法を変更
し工事を進めていく。

変更契約内容

工　種
工事請負費(千円)

当初契約額 契約変更額

土木工事 104,830 195,740

　浦分排水機場土木工事について　
　工法の変更により契約を締結します

環 境 建 設 委 員 会

委 員 長：前田　邦幸
副委員長：川添　智德
委　　員：林　　博幸　　力武英一郎　　香月　孝夫
　　　　　前田　久年
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算審査特別委員会報告

議案乙第15号 令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第４号）について

議案乙第15号 令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第４号）について

議案乙第18号
令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第５号）について

議案甲第２号
伊万里市手話言語の普及及び障がいの特性に
　応じたコミュニケーション手段の利用の促進に
　　関する条例制定について

議案乙第１号 令和７年度伊万里市一般会計予算について

・予防接種事業　　
　　帯状疱疹予防接種の費用助成について、経過措置の年齢の記載を見た市民が、５歳

刻みの希望する年齢を選択して接種することができるとの誤解をするおそれがあるた
め、丁寧な案内と周知に努めること。

・予防接種事業
【概要】
　新型コロナウイルス感染症および帯状疱疹を予防するため、高齢者等を対象に予防
接種を実施する。
・新型コロナウイルスワクチン：自己負担額4,500円（生活保護受給者は０円）
・帯状疱疹ワクチン
①生ワクチン：接種回数１回、自己負担額2,500円（生活保護受給者は０円）
②不活化ワクチン：接種回数２回、自己負担額6,500円／回（生活保護受給者は０円）

　帯状疱疹予防接種の費用助成対象者についての質疑があり、あくまで今年度に65歳
を迎える方が対象であり、既に65歳を超えた方については全ての方に接種機会が提供
できるよう、70歳から100歳まで５歳刻みの年齢の時に接種できる５年間の経過措置
が設けられており、また今年度限り100歳以上の全ての方が接種できるようになって
いるとの説明があった。
　対象者に送付するハガキの資料提供があったが、対象者や持参物の表記に誤解をす
る可能性があるという意見が出たため、再検討していただいた。

議案乙第15号 令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第４号）について

議案乙第15号 令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第４号）について

議案乙第18号
令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第５号）について

議案甲第２号
伊万里市手話言語の普及及び障がいの特性に
　応じたコミュニケーション手段の利用の促進に
　　関する条例制定について

議案乙第１号 令和７年度伊万里市一般会計予算について

主な質疑・回答

　６月12日および25日の本会議において付託されました議案乙第15号、議案乙第
16号、議案乙第18号、議案乙第19号について、審査の結果、原案のとおり全会一
致で可決すべきものと決定いたしました。
　なお、付託議案に対しての意見および主な質疑・回答は以下のとおりです。

意　　見
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算審査特別委員会報告

・物価高騰対応民営簡易水道組合等支援事業
　【概要】

　国の決定により、令和７年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が各自治体
に交付される。
　本市では、物価高騰により市民等が夏季における水道使用を控えることで体調不良
等をきたさぬよう、水道基本料金１か月分を減免する民営簡易水道組合等に世帯分の
基本料金相当額を交付する。
※通常の家庭用上水道については、物価高騰対策水道基本料金減免事業により水道事

業会計へ繰り出し、基本料金１か月分を減免する。

　市民等への周知方法についての質疑があり、８月の広報紙の発行に合わせてチラシ
を全戸配布するという回答だった。

◎委　　員　　長　前田　久年　　〇副 委 員 長　力武英一郎

◎総 務 分 科 会 長　盛　　泰子　　〇副分科会長　松尾　伸人　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金原　晋作／山口　常人／梶山　　太／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井手　　勲

◎文教厚生分科会長　松尾　真介　　〇副分科会長　西田晃一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤奈津実／塚本　博幸／木寺　智子／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児玉不二子／力武　勝範

◎環境建設分科会長　前田　邦幸　　〇副分科会長　川添　智德

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　博幸／力武英一郎／香月　孝夫／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前田　久年

議案乙第15号 令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第４号）について

議案乙第15号 令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第４号）について

議案乙第18号
令和７年度伊万里市
　　一般会計補正予算（第５号）について

議案甲第２号
伊万里市手話言語の普及及び障がいの特性に
　応じたコミュニケーション手段の利用の促進に
　　関する条例制定について

議案乙第１号 令和７年度伊万里市一般会計予算について
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議員名 質　　問　　事　　項

西田晃一郎
（興隆会）

１．伊万里市手話言語の普及及び障が
いの特性に応じたコミュニケーショ
ン手段の利用の促進に関する条例に
ついて
⑴制定の経緯
⑵現在の取組
⑶今後の取組

加藤奈津実
（興隆会）

１．令和７年度人事異動と組織改編に
ついて
⑴人事異動の基本方針と狙い
⑵組織の改編
⑶定年延長に伴う職員配置

２．伊万里市特別職の職員の給与に関
する条例の一部を改正する条例制定
について
⑴否決後の対応

林　　博幸
（興隆会）

１．中山間地域の農業について
⑴現状認識とこれまでの対策
⑵中山間地域等直接支払制度
⑶地域計画
⑷中山間地域農業の今後の対策

２．伊万里市民図書館の改修について
⑴過去５年の改修状況
⑵喫緊の対策
⑶今後の施設整備計画

盛　　泰子
（伊想会）

１．学校図書館連携室について
⑴学校図書館の現状
⑵連携室が目指すもの
⑶西九州させぼ広域都市圏第２期ビ
ジョンの変更

２．雨天時における市民センター駐車
場の状況について

３．危機管理について
⑴「原子力災害時における住民の広
域避難に関する覚書」

⑵再び、原子力防災訓練の振り返り

木寺　智子
（翠蓮会）

１．伊万里市の財政運営における財源
確保策について
⑴基金の運用
⑵市有地の売却
⑶ふるさと納税
⑷市長の考え

議員名 質　　問　　事　　項

前田　邦幸
（興隆会）

１．公共交通について
⑴いまりんバス運行の経緯
⑵西肥バス「松浦伊万里線」廃止後
の現状

⑶いまりんバス地域線の考え
２．教育行政について

⑴インクルーシブ教育の考え
⑵デジタル機器の更新
⑶学校規模適正化の考え

３．国見台公園総合整備について
⑴計画の経緯と構想
⑵市民の意見の集約
⑶国見台公園建設に係る補助金等

塚本　博幸
（幸風会）

１．外国人との共生について
⑴伊万里で暮らす在留外国人の人数
⑵家族同伴受入れ時の環境整備
⑶外国人からも選ばれる伊万里に向
けての考え

２．はり・きゅう施術助成のさらなる
充実に向けて
⑴助成制度の概要
⑵後期高齢者の申請状況とその利用状況
⑶はり・きゅう施術助成の活用に向
けた周知

３．地域計画策定後の今後の活動につ
いて
⑴地域計画策定作業の総括
⑵今後の活動計画

児玉不二子

１． ５歳児健診の導入について
⑴現状と課題
⑵導入の検討

２．小学校・中学校、義務教育学校へ
の空調設備導入について
⑴現状と課題
⑵今後の方針

川添　智德
（伊想会）

１．市のゴミ袋とリサイクル事業について
⑴ゴミ袋の強度とロール式への更新
⑵ゴミ袋の料金体系とリサイクル事業
⑶プラスチックごみの取り扱い

２．市境歓迎看板について
⑴設置の経緯とその目的
⑵適正な場所と今後の対応

松尾　伸人
（興隆会）

１．中学校部活動の地域移行について
⑴国の方針と本市が検討を開始した時期
⑵市内中学校の部活動の現状
⑶今後の市内中学校の部活動の地域
移行への進め方

２．市の道路整備について
⑴市全体の整備要望の現状
⑵東陵学園の通学路に関連する大坪
～桃川線、古川～村分線の拡幅
の見通し

⑶道路整備に関しての市長の思い

一　般　質　問 （質 問 順）
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質問  県内の他市町で、手話言語条例やコミュ
ニケーション条例が策定されている中で、な
ぜこの時期の策定になったのか。
答弁    健康福祉部長
　要望書の提出を受けた協議の中で、条例を
よりよいものとするため、手話に限定をした
条例ではなく、様々な障がいの特性に応じた
コミュニケーション手段に係る理解促進など
を盛り込む必要があることや、条例が理念だ
けにとどまらず、実効性が担保される内容と
なることを念頭に熟慮を重ね、今回の施行と
なった。
質問  現在、市長定例記者会見等への手話通
訳者の配置、広報紙での手話の紹介、啓発チ
ラシの作成・配布を実施されているが、今後
の展開は。
答弁    健康福祉部長
　手話が言語であることへの認知を広めるた
め、９月２３日の手話言語の国際デーに合わ
せ市内企業の協力を得て、ブルーライトアッ
プ等を準備中。また、来年度以降は、先進自
治体の取組内容など、関係団体とともに調
査・研究し、施策の推進方針に基づいた事業
を進めていく。
質問  条例には、市・市民・事業所の責務が
記載されており、各場面でのコミュニケー
ションの円滑化を図るためには、各種障がい
の特性を知る必要があるため、出前講座で取
組めないか。
答弁    健康福祉部長
　学びの機会は、市職員に対する研修をはじ
め、市内各地での出前講座の開催や、広報紙、
ホームページの活用を検討するなど、全ての
市民が障がいの有無にかかわらず、互いに人
権と個性を尊重し、自分らしく豊かに暮らす
ことができる地域社会の実現を目指す。

質問  令和５年度より60歳だった公務員の定
年が65歳まで段階的に引き上げられること
となった。それと同時に、60歳で管理職か
ら降任する役職定年制も始まった。この制度
の目的は。
答弁    総務部長
　管理職がそのまま在職し続けた場合、その
他の職員の昇任ペースが遅くなる。士気の低
下を招くことを防止し、組織の新陳代謝を促
し活力を維持するため。
質問  前部長４人が政策調整官として配置さ
れている、今年度新たに設置された政策調整
室の設置目的と職務内容は。
答弁    総合政策部長
　役職定年を迎えた部長級職員の豊富な知識
と経験を生かして市の重点施策の推進力を高
めることを目的としている。政策調整官は市
長が特命的に指示をした事項について部の枠
を超えて対応する。
質問  各調整官の席は直近に管轄していた部
内かつ現管理職のすぐそばにあり、心強い反
面お互い気を遣うのではないかと感じる。役
職定年を迎えた職員配置は明確な職務区分と
責任の整理が重要で、その知識と経験を思う
存分生かせる環境が必要だと考えるが、今後
どのように人材を活用していくのか。
答弁    総務部長
　後輩職員にそのスキルを継承してもらうこ
とに加え、相談への助言など職場の知恵袋的
役割も果たしてほしい。また、地域活性化に
取り組むためコミュニティセンター長として
も配置した。今後も今回の配置に限らず、幅
広い視野で職員の職のあり方について検討し
ていきたい。

伊万里市手話言語条例
について

西田晃一郎

【その他の主な質問】
・伊万里市特別職の職員の給与に関する
　条例の一部を改正する条例制定について加藤奈津実

令和７年度
人事異動と組織改編
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質問 今回策定した地域計画を、10年後のあ
るべき姿に近づけるため、今後どのように話
し合いを進めていくのか。
答弁    建設農林水産部長
　地域計画は、策定後も定期的に見直す必要
があり、実効性のある計画とするため、今後
はそれぞれの集落と継続した協議を実施して
いく予定。集落数が多いことから、本年度は
中山間地域等直接支払制度に取り組む集落、
来年度は、当制度に取組んでいないその他の
生産組合を対象に協議を実施する計画として
いる。地域計画の策定にあたっては、農地の
担い手への集積や継続した維持管理につな
がっていくように協議を進める。
質問 市長は中山間地域の農業をどのように
考えているのか。
答弁   市長
　中山間地域の農業は課題も多いが、ここ数
か月で大きく環境が変わってきている状況。
国や県の施策等を十分取り入れながら進めて
いく。

 
質問 市民図書館の雨漏りについては、抜本
的対策を講じるべきではないか。また、トイ
レについてもリニューアルを検討すべきでは
ないか。
答弁   教育部長
　雨漏り対策とトイレの改修は、喫緊の対策
が必要だと認識している。雨漏りについて
は、今年度は設計業者と図書館等市関係部署
及び施工業者で原因究明の調査に取り組んで
いる。トイレについても、原因調査を行って
おり、部分的な修繕で行うのか、大規模な改
修工事が必要なのかを見極めた上で対策に取
り組む。

質問 市民センター正面入り口前の「おまつ
り広場」は、大きなイベントの際に駐車場と
して利用されるが、水はけが悪く、特に松島
神社側には複数の水たまりが発生し、利用者
に不便をかけている。今後、子どもの室内遊
び場が整備される予定でもあり、改善が必要
では。
答弁    市民交流部長
　国旗掲揚台付近の状況が酷かったため、昨
年３月に側溝を設置する排水工事を行っては
いる。改めて降雨による水たまりの範囲など
を調査し、費用面も含めて検討したい。

質問 ①２０１５年に市は避難先の３市２町と広
域避難に関する覚書を締結しているが、「広
域避難が避難先の市町の負担にならないよう
配慮しなければならない」との条文がある。
その一方で、近ごろの県議会や関係市町議会
における議論では、避難先としての意識が薄
い例が散見される。島根県のように広域避難
計画を作成し、役割を明記するように求める
べきでは。②避難訓練後のアンケートだけで
は課題の共有が難しいため、せめて対象区長
会との意見交換をすべきでは。
答弁   総務部長
　①覚書には明記されていないが、避難初期
は避難元（伊万里市）が住民の送り出しに注
力し、受け入れは避難先の自治体が積極的に
行い、徐々に避難元が引き継ぐようにしてお
り、関係自治体が共通認識をもっており、そ
れが反映されていると理解している。②アン
ケートだけではなく、地域の実情をご存知の
区長会には訓練実施後に意見をお聞きする。

原子力災害時の広域避難と避難訓練

中山間地域の農業に
ついて

林　 博 幸

市民センター雨天時の
駐車場問題

盛　 泰 子

伊万里市民図書館の改修について

【その他の主な質問】
・学校図書館の充実
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質問  数年間取り崩す予定のない基金の運用
状況と運用益は。　　　　
答弁    総合政策部長
　令和４～６年度において、運用可能額や利
率等を考慮し、１年の定期預金で運用。運用額
は令和４年10億円、令和５年25億円、令和６
年20億円で、３年間の運用益は718万4,000円。
質問  今後の基金運用の方針は。
答弁    総合政策部長
　引き続き定期預金で安全に運用し、国債や
地方債の購入も開始。
質問  過去3年間の市有地売却件数と金額は。
答弁    総合政策部長
令和４年度：21件／　1,359万5,684円
令和５年度：10件／1億738万6,229円
令和６年度：８ 件／　　288万1,175円
質問  売却促進のための対応は。
答弁    総合政策部長
　価格の段階的引下げ、民間手法の活用、不
動産ポータルサイトの研究を実施。
質問  生産者への支援内容と成果は。
答弁    建設農林水産部長
　奨励金交付、施設整備・農機導入支援、農
地借受け支援、後継者育成（相談会・給付金）
などにより、産地維持に一定の成果。
質問  返礼品を支える生産者の支援強化は。
答弁    総合政策部長
　伊万里の魅力発信と地域産業の活性化を図
り、新商品開発も支援していく。
質問  今後の財政運営における方向性につい
ての市長の考えは。
答弁    市長
　健全な財政運営を前提に収入増と支出削減
を図り、市民生活に生かす財政運営を継続し
ていく。

質問  西肥バスの松浦・伊万里路線の廃線に
伴い、山代町民の不便さについて把握してい
るか。
答弁    市民交流部長
　廃線後に伊万里駅までの交通手段につい
て、数件問い合わせがあり、松浦鉄道などを
案内し、ご理解いただいている。
質問  水曜日に西分から伊万里駅までの地域
線を増便できないか。
答弁    市民交流部長
　西肥自動車株式会社と引き続き協議を行っ
ていきたいと考えている。

 
質問  障がいのあるなしに関わらず、一つの
教室で体験し、共感性を持つインクルーシブ
教育が必要では。
答弁    教育部長
　教育活動全体を通して、道徳教育や人権同
和教育において、他人を思いやる心、差別を
しない多様な価値観と共に生きる力を育むよ
うにしている。
質問  伊万里市人口ビジョンによれば、20年
後に０歳から14歳の子どもが1,097人減少す
る。早期に学校規模適正化協議会を始めるべ
きでは。
答弁    教育長
　地域の声を聞きながら、適切な時期を見極
め、学校規模適正化協議会を開催し検討をお
願いしていきたい。

財政運営における
財源確保策について

木 寺 智 子 前 田 邦 幸

公共交通について

【その他の主な質問】
・国見台公園総合整備について

教育行政について
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質問  助成制度の導入目的と導入時期は。
答弁    市民交流部長
　被保険者の経済的負担を軽減し、福祉の向
上及び健康の保持を図ることを目的に、国民
健康保険では昭和43年４月から、後期高齢
者医療制度では平成20年４月からスタート
している。
質問  施術1回当たりの助成金額と年間限度枚
数（回数）は。
答弁    市民交流部長
　施術１回につき890円を助成し、助成限度
回数は、国民健康保険者は40回、後期高齢
者には年間12回支給している。
質問  直近の後期高齢者の利用状況は。
答弁    市民交流部長
　被保険者数9,245人のうち、助成券の申請
を行われた方は年間188人で、申請割合は
2.0％である。申請枚数の平均は11.3枚で、
利用されたのは、平均で5.1枚と申請上限枚
数の２分の１を下回っている。
質問  県内10市の中で伊万里市は最少の助成
回数である。年間助成限度回数を12回から
他市並みの24回に増やせないか。
答弁    市民交流部長
　平均の利用回数が5.1回と上限回数の2分
の1以下という状況であり、当面は現行の上
限回数としたい。
質問  後期高齢者といえども、労働の必要に
迫られて働かざるを得ない方々がおられ、限
度回数の引き上げを望む声は強い。
　今後、制度を市民の多くの皆様に活用して
もらうために、より周知が必要であるが、ど
のような方法を考えているのか。
答弁    市民交流部長
　市の広報紙およびケーブルテレビ等で周知
を行い、利用回数を増加させたい。

はり・きゅう施術助成
の充実

塚 本 博 幸

質問  ５歳児わんぱく相談とは。
答弁    健康福祉部長
　対象者は年中児で、元小学校教員や公認心
理士などの相談員が担当する保育園などを訪
問し、子どもの様子を観察する。毎月開催し
ているわんぱく相談定例会で支援の方向性を
議論し、保護者面談で就学までに必要と思わ
れる支援や子どもへの関わり方について助言
を行う。
質問  国の制度を利用して導入を検討するの
か。
答弁    健康福祉部長
　2028年度までに全国の自治体で５歳児健
康診査を実施する目標があり、本市でも５歳
児わんぱく相談から移行する形で導入する必
要がある。

質問  国が費用の２分の１を支援する有利な
交付金制度に対する認識は。
答弁    教育部長
　地方負担額の100％に地方債が充当可能
で、今年度の元利償還金50％に地方交付税
措置がある。実質的な地方負担分は25％に
なり、従来の交付金より有利と認識している。
質問  有利な交付金を利用してエアコン設置
を検討するのか。
答弁    市長
　補助率は２分の１だが、文部科学省の出す
補助単価が自治体の出す単価より安く、実際
にやるには大きな問題がある。
　今後、国の制度が変わっていく中で対応で
きるものであれば、動きを注視しながら進め
ていく。

小・中学校、義務教育学校への空調設備導入

児玉不二子

5 歳児健診について

【その他の主な質問】　　　　
・外国人との共生
・地域計画策定後の今後の活動
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質問  本市指定ゴミ袋の強度を上げて、更に現
状の平折り式からロール式に更新できないか。
答弁    市民交流部長
　現状の強度を保ちつつ破れにくい素材がな
いか現在検討している。また、ロール式への
更新は作製コストが上積みとなるため、ゴミ
対策協議会等において多額の予算を要してで
もロール式に変更した方がいいのか意見を伺
う。
質問  ペットボトル用袋を可燃ゴミのゴミ袋
より販売価格を下げることは可能か。
答弁    市民交流部長
　ペットボトルのリサイクルを更に推進する
ためには可燃ゴミのゴミ袋とペットボトル用
袋で格差を設けることは有効な手段の一つと
考えるので、指定ゴミ袋全体の見直しを考え
る際に合わせて検討したい。
質問  プラスチックごみのリサイクル事業で
あるサーマルリサイクル事業に取り組めない
か。
答弁    市民交流部長
　市としては広域的なリサイクル施設の整備
に向けた検討をしていく。

　
質問  現在、市内に６基設置されているが大
川内町だけ市境ではない地区に設置されてい
るのはなぜか。
答弁    市民交流部長
　設置当時、市境の岩谷地区周辺に適地がな
かった。
質問  今後、移設の考えはあるか。
答弁    市民交流部長
　市外の方々に向けた歓迎広告塔でもあり、
設置当初の目的を現在でも果たしているので
移設や撤去の予定はない。

質問  国や県の方針と市の対応開始時期は。
答弁    教育長
　国は令和４年夏の有識者会議において、部
員数の減少、先生の働き方改革の必要性から
地域移行を提言。県は「ＳＡＧＡ部活」とし
て市町の実情に応じた地域展開を勧奨。本市
としては令和５年１０月に検討会議を設置し、
検討を進めている。
質問  本市の検討会議の現状と今後の進め方
は。
答弁    教育長
　各関係団体代表で構成する「伊万里市の部
活動における地域連携等に関する検討会議」
において、「認定クラブ」制度の導入を決定
した。令和８年度以降、競技や種目毎に順次
移行を目指している。

質問  市の道路整備の状況は。
答弁    建設農林水産部長
　毎年７００件程の要望があり、採択率は令和
４年度で５３％程度。危険性、交通量、通学路、
補助事業活用等で優先度を検討し、整備を進
めている。
質問  大坪・桃川線、古川・村分線の拡幅計画は。
答弁    建設農林水産部長
　桃川・大坪線の村分地区部分は、国の交付
金制度を活用して整備を進めるべく準備中。
古川・村分線の一部拡幅については、早期の
整備は困難と考えている。
質問  市道整備へ向けた市長の思いは。
答弁    市長
　現在の予算規模を維持しながら、学校に近
い道路から、優先度を付けて整備を進めてい
く。

市指定のゴミ袋と
リサイクル事業について

中学校部活動の
地域移行について

川 添 智 德 松 尾 伸 人

市境歓迎看板について

市の道路整備について
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　この度、２年ぶりに
広報広聴委員会に委

員長として帰ってきました。 どうぞよろしくお
願いします。
　さて、前回の４年間は、市民の皆様から議会だ
よりに関してご意見を頂いたり、先進地を視察し
たりしました。 そして、どうしたら一人でも多くの
方の目に留まり、手に取っていただけるのか試
行錯誤しながら、アイデアを出し合い、変えるこ
とに挑戦していた頃が懐かしく感じます。
　また、私が離れた２年の間にも、様々な工夫が
凝らされ、現在の「議会だより」のカタチになり
ました。
　しかし、議会だよりには、まだまだ伸びしろが
あると思っていますので、初心に返るとともに、
あの頃の情熱を取り戻しつつ委員会一丸となっ

て、市民の皆様にもっと身近に感じていただける
議会だよりの作成に努めますので、引き続きご
愛読いただきますようよろしくお願いします。

　　　　　 （西田晃一郎）

広報広聴委員会
〈委 員 長〉 西田晃一郎　
〈副委員長〉 児玉不二子
〈委　　員〉 加藤奈津実　金原　晋作　
 木寺　智子　川添　智德　
 松尾　伸人
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会派紹介 興隆会 市民の声を力に、日々研鑽し
地域社会の発展に尽くします。

代表  前田  邦幸
　　  中山  光義　  加藤  奈津実　  林　博幸
　　  松尾  伸人　  西田  晃一郎

こう　  りゅう　  かい

幸風会 私たちは、議会のあり方等、
ブレのない活動に励みます。

代表  山口  常人
　　  塚本  博幸　  井手　勲　  前田  久年

こう　  ふう　  かい

伊想会 政策の提言に努め、市民福祉
の向上と議会の活性化を目指
します。

代表  力武  勝範
　　  金原  晋作　  川添  智德　  松尾  真介
　　  香月  孝夫　  盛　泰子

 い　   そう　  かい

翠蓮会 市民の皆さんの声を大切にし、
信念を貫き活動していきます。

代表  梶山　太
　　  力武　英一郎　　木寺　智子

すい　  れん　  かい

編集後記


